
受
付
だ
よ
り

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
木
立
の
緑
は
瑞
々
し
く
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
咲
き
始
め
る
紫
陽
花
が
彩
る
風
景
は
梅
雨
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

さ
て
み
な
さ
ん
、
暑
す
ぎ
ず
寒
す
ぎ
ず
、
暖
房
も
冷
房
も

必
要
の
な
い
快
適
に
過
ご
せ
る
時
期
は
一
年
を
通
し
て
ほ
ん

の
束
の
間
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、
大
事
に
上
手
に
使
い
た

い
も
の
で
す
。
梅
雨
に
入
れ
ば
煩
わ
し
い
事
も
多
々
あ
る
し
、

さ
ら
に
本
格
的
な
暑
さ
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
体
調
を
整
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
睡
眠
と
休
養
、
適
度
な
運
動
が
理

想
で
す
が
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
偏
っ
た
食
事
、
不
眠
に

運
動
不
足
。
理
想
は
遠
く
と
も
暑
す
ぎ
る
夏
を
乗
り
切
る
た

め
に
も
免
疫
力
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

６
月
４
は
「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」
、
歯
と
口
の
健
康
週
間

の
始
ま
り
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
歯
の
大
切
さ
を
知
り
正
し

い
ハ
ミ
ガ
キ
の
習
慣
を
身
に
付
け
、
む
し
歯
や
歯
周
病
で
大

切
な
歯
を
失
わ
な
い
よ
う
、
改
め
て
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
顧

み
る
契
機
で
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
は
口
の
中
の
問
題
に
止

ま
ら
ず
、
全
身
疾
患
に
も
影
響
し
、
歯
を
失
う
と
認
知
症
の

リ
ス
ク
も
高
め
る
事
が
解
っ
て
い
ま
す
。

む
し
歯
・
歯
周
病
の
予
防
に
食
後
の
ハ
ミ
ガ
キ
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
毎
日
が
む
し
歯
予
防
デ
ー
で
す
。
ハ
ブ
ラ
シ
は
歯

垢
の
除
去
と
歯
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
柔
ら
か
く

コ
シ
が
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
「
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク
コ

ン
パ
ク
ト
ス
リ
ム
」
は
当
院
が
オ
ス
ス
メ
す
る
ハ
ブ
ラ
シ
で

す
。
定
期
的
な
歯
科
検
診
も
併
せ
て
お
口
を
健
や
か
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。

 
 (

歯
科
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ

菊
地 

正
子)

「
高
齢
者
の
摂
食
嚥
下
と
睡
眠
」

NEW

せ
き
ぐ
ち
歯
科 

ハ
ロ
ア
ル
新
聞

協
賛
者
一
覧
は
、
院
内
掲
示
へ
移
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
３
０
０
０
円
の
協
賛
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

尚
、
協
賛
金
は
全
額
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

令和 ７年６月１日 発行 第２０８号

パ
ワ
フ
ル
衛
生
士
の
わ
・
歯
・
歯
教
室

（
歯
科
衛
生
士藤

田
友
希
子
）

令和 ７年６月１日 発行 第２０８号

摂
食
嚥
下
障
害
は
、
食
べ
る
こ

と
・
飲
み
込
む
こ
と
の
障
害
で
、

食
事
や
水
分
な
ど
が
う
ま
く
飲
み

込
め
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。

摂
食
嚥
下
障
害
を
引
き
起
こ
す

１
つ
の
誘
引
と
し
て
、
日
中
眠
気

や
傾
眠
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
眠
気

や
傾
眠
に
よ
り
意
識
レ
ベ
ル
が
低

下
す
る
と
、
食
べ
よ
う
と
し
な
い
、

食
欲
が
出
な
い
、
咬
ま
な
い
、
十

分
に
食
塊
形
成
で
き
な
い
、
む
せ

る
、
の
ど
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
る
、
な

ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
嚥
下
機
能

自
体
が
健
常
で
あ
っ
て
も
摂
食
嚥

下
障
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
低
栄

養
・
脱
水
・
肺
炎
な
ど
に
繋
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
の
体
内
時
計
は
２
５
時
間
で

１
サ
イ
ク
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
地
球
上
で
は
２
４
時
間

で
１
サ
イ
ク
ル
で
す
。
朝
起
き
て
、

太
陽
の
日
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
り
、

体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
１
日
の

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
す
。
し
か

し
、
例
え
ば
寝
た
き
り
で
部
屋
に

こ
も
っ
た
状
態
で
、
日
の
光
を
浴

び
ず
に
リ
ズ
ム
の
な
い
生
活
を
続

け
る
と
、
睡
眠
と
覚
醒
の
リ
ズ
ム

が
不
規
則
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

毎
朝
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、
日
の

光
を
浴
び
、
入
床
、
覚
醒
時
刻
を

規
則
正
し
く
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ど
う
し
て
も
栄
養
摂
取
で

き
な
い
日
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

調
子
の
い
い
時
間
を
狙
っ
て
摂
取

量
を
増
や
す
こ
と
も
お
勧
め
し
ま

す
。



「（8020運動）から（9028運動）へ」

「大人でも歯並びは悪くなる？」

楽しい歯話♪

令和 ７年６月１日 発行 第２０８号

い ～ 歯 の 学 校

大人になってからも、歯並びが悪くなる可能
性があります。

①親知らず
現代人はアゴが小さいと言われており、親知

らずが生えるスペースが足りずに斜めや横に生
えているケースも多いです。少しずつ前歯のほ
うに向かって押す力が発生し、結果、前歯が押
されてガタガタになってしまうことがあります。

②重度の歯周病
重度の歯周病になると骨が溶けて歯を支えき

れなくなり、歯がぐらぐら揺れたり最終的には
歯が抜けてしまいます。歯が揺れやすい状態や
抜けたままの状態になっていると、毎日の噛む
力の影響を受けたり、隣の歯が倒れ込んで歯並
びが悪くなってしまうことがあります。

③歯ぎしりや食いしばり
歯ぎしりや食いしばりをしていると、歯に強

い力がかかる機会が増えます。そのため、前歯
が前に向かって傾いてしまったり、奥歯が擦り
減りやすく、歯並びが悪くなることがあります。

④日ごろからの癖
口呼吸、片側噛み、頬杖、舌で歯を押し出す、

爪や唇を噛む猫背・姿勢が悪い、などの癖があ
る方は歯並びが悪くなる可能性があります。

⑤歯の治療の放置
虫歯や歯周病の治療を中断すると、隣の歯が

倒れ込んでくるなど歯並びの悪化を招くことが
あります。何らかの原因で歯がない状態が続い
ている場合も、空いた部分に左右の歯が倒れ込
んできたり、上下で噛んでいた部分が伸びてき
て歯並びや噛み合わせに不具合が生じる可能性
もあります。

⑥アゴやお口の中の病気
非常にまれですが、アゴの骨やお口の中に何

らかの病変・腫瘍があると、それが原因で歯並
びが悪くなることがあります。

気になる症状があれば早めの検診を！

（歯科衛生士 北島 紗希）

６月は、歯の衛生月間です。６月４日を６（む）

４（し）の語呂合わせで「むし歯予防の日」とし、また

6月４日～１０日の１週間は「歯の衛生週間」が実

施されています。１本でも多く歯を残すことがどれほど

大切かを皆さんに発信し続け、80歳までに20本の歯を

残す「8020（ハチマルニーマル）運動」が多くの方に認

識されています。20本あれば、上と下の歯がかみ合い

食事も何とか可能な本数です。

令和4年歯科疾患実態調査の結果ではあります

が、8020達成者率は51.6％【平成28年（51.2％）】

でした。しかし80歳を前にして20本以下の人は「8020」

が達成出来ないことになります。そこで次なる提唱は、

90歳になっても28本をもつ「9028運動」です。

永久歯の本数は、親知らずを入れなければ28本

（上と下の歯14本ずつ）が正常です。そこで、１本で

も失ってしまったら歯科医院での治療が必要になりま

す。60歳で15本しかない人は、治療して13本分をブ

リッジや部分入れ歯で回復する。80歳で全く歯のない

人は、しっかり噛める総入れ歯で治療をします。すなわ

ち失われた歯を人工の物で回復して、いつの年齢も口

の中には28本の歯を維持するということです。28本の

歯をもっていれば食事も美味しく、見た目も美しく、楽

しい会話も可能です。体にとっても良いことばかりです。

当院では、通院が困難な患者さんへの訪問診療を

行っており、その中に90歳を超える方がいらっしゃいま

す。その方は、歯の根だけ残した状態が数本のみで総

入れ歯が入っています。入れ歯だと柔らかいものを選び

がちですが、硬いおせんべいが大好きだとおっしゃっていま

した。おしゃべり好きで話が止まらず、視力の低下以外

は、とてもお元気でお友達とドライブしながら美味しいも

のを食べに出かけるそうです。

自分の歯に勝るものはありませんが、人生を豊かにす

るために「9028」を目指しましょう。

（歯科衛生士 黒川 淳子）



『歯の作られる時期っていつ？』
歯は、お母さんのお腹の中にいる時から作

られています。妊娠２ヵ月あたりから上顎・
下顎・舌になる部分ができ始め、乳歯の芽と
なる歯胚が形成されます。その後妊娠３～
４ヵ月頃には永久歯の歯胚の形成も始まりま
す。この時期に何らかの異常が生じると、２
つの歯がくっついた「癒合歯」や、正常な歯
と比べるとサイズの小さい「矮小歯」などに
なってしまっています。歯胚の時期は、お母
さんから供給されるカルシウムやリンを使っ
て、歯の外層であるエナメル質や内層の象牙
質を作る細胞も現れ始めます。しかし、ここ
でも細胞に何らかの異常が起きると正常な歯
質が作られず、歯の表面が変色した「エナメ
ル質形成不全症」や「象牙質形成不全症」を
起こしますが、こうした歯の異常は永久歯で
も起こり得ます。

永久歯は、乳幼児期から顎骨内でエナメル
質と象牙質ができ始めて、だんだんに硬く
なっていきます。歯の生える順番にも多少ば
らつきがありますが、小学校低学年くらいに
は歯肉から出る歯の頭の部分「歯冠」が完成

します。つまり、永久歯の歯冠が作られる乳
幼児期から小学校低学年までが「歯の質」を
決定する大事な時期であると言えます。した
がって、この時期に歯を形成するのに重要な
カルシウムやリンなどを積極的に摂れば、強
い歯を作ることができると言われています。

乳歯も永久歯も生えたばかりのころは石灰
度が低く、軟らかい為、むし歯になるリスク
は高くなります。毎日のフッ素入り歯磨剤を
使ってのきちんとした歯磨き、歯肉磨きに加
え、定期的に高濃度のフッ化物を塗布するこ
とをお勧めします。歯の石灰化度を上げ、歯
質を強化し、むし歯になりにくい歯を作りま
しょう。

歯っとして…Ｑ！

令和 ７年６月１日 発行 第２０８号

有
美
子
の
健
康

歯
い
っ
！
ど
ー
ぞ
！

今
年
は
沖
縄
よ
り
も
一
足
早

く
梅
雨
入
り
と
な
っ
た
九
州
地

方
。
関
東
甲
信
の
梅
雨
入
り
は

「
平
年
並
み
」
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
こ
の
ハ

ロ
ア
ル
新
聞
6

月
号
を
お
渡

し
で
き
る
頃
に
は
、
も
う
梅
雨

入
り
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
近
年
で
は
梅
雨
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
の
大
雨
が
降
る
こ
と

も
珍
し
く
な
く
、
去
年
の
5

月
下
旬
に
は
「
線
状
降
水
帯
」

の
発
生
し
た
地
方
で
被
害
が
で

て
お
り
、
7

月
に
は
山
陰
地

方
で
大
雨
、
愛
媛
県
で
も
大
雨

に
よ
る
土
砂
崩
れ
で
死
者
が
で

て
い
ま
す
。
山
形
県
で
は
一
日

に
二
度
も
大
雨
特
別
警
報
が
出

さ
れ
た
り
、
５
～
７
月
だ
け
で

も
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

近
年
よ
く
聞
く
「
線
状
降
水

帯
」
と
は
、
次
々
に
発
生
す
る

積
乱
雲
が
線
状
連
な
り
、
ほ
ぼ

同
じ
場
所
を
通
過
ま
た
は
停
滞

す
る
こ
と
で
、
長
時
間
に
渡
っ

て
激
し
い
雨
が
降
り
続
く
現
象

で
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
の
違
い

で
す
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
大
気

の
不
安
定
な
状
態
に
よ
り
「
突

発
的
に
起
こ
る
局
地
的
」
な
大

雨
の
こ
と
で
、
一
つ
の
積
乱
雲

に
よ
っ
て
発
生
し
、
狭
い
範
囲

で
の
激
し
い
雨
の
状
態
の
こ
と

を
さ
し
て
い
ま
す
。

今
年
夏
も
、
異
常
な
ほ
ど
の

暑
さ
と
共
に
「
線
状
降
水
帯
」

に
よ
っ
て
大
き
な
災
害
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
日
常

的
に
防
災
意
識
を
持
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

(

歯
科
助
手

渡
邉
有
美
子)

「
線
状
降
水
帯
」

（歯科衛生士 菊地久美子）



令和 ７年６月１日 発行 第２０８号

プリンセスの歯ロー フィリピン

フィリピンには「マルンガイ」として知られ
る在来の木があり、「奇跡の木」として知られ
ています。これは、多用途に利用できることか
らそう呼ばれており、特に伝統医療において重
宝されています。栄養価が高く、料理にも幅広
く活用できることで有名です｡
「マルンガイの葉の摂取方法」

新鮮な葉をスープに加える（ティノラ）雨の
多い季節にはこれを食べます。そこから得られ
る栄養やビタミンが体を強くし、咳や風邪、熱
などの病気を予防するのに役立つからです。

パンや焼き菓子に混ぜて調理,私たちは毎朝
このパンを朝食に食べます。特に子どもたちは
学校へ行く前に食べており、エネルギーや鉄分、
たんぱく質を補給することで、疲労を防ぎ、ス
タミナを高めてくれます。

サプリメントやカプセルで摂取, 妊娠中の女
性にとっては、カルシウム、カリウム、ビタミ
ンなどの栄養素が赤ちゃんの成長と発達をサ
ポートします。また、出産後のエネルギーを高
め、母乳の分泌を促進する可能性もあります。

栄養成分

マルンガイの葉には以下の栄養
素が豊富に含まれています。

•ビタミン類： A、C、E、B群

•ミネラル： カルシウム、
カリウム、鉄、
マグネシウム

•たんぱく質： 必須アミノ酸
9種類すべてを含む

•抗酸化物質： ケルセチン、
クロロゲン酸など

•食物繊維など

（歯科助手 藤田 プリンセス）

Miracle Tree (Malunggay leaves)



令和 ７年６月１日 発行 第２０８号

超
高
齢
社
会
に
向
け
て

～
お
悩
み
相
談
室
～

「
若
年
性
認
知
症
と
は
？
」

（
栃
木
県
認
知
症

介
護
指
導
者

庄
司
康
善
）

血液がドロドロになる…という表現は、メ
ディアなどで多用される身近なフレーズです。
いかにも不健康というイメージですが、いった
いどんな状態なのでしょうか。

ある循環器科医師は、血液中の中性脂肪やコ
レステロールが過剰の状態はもちろんのこと、
水分が少なくなり固まりやすくなっている状態
も血液ドロドロと言えるため、血液検査で問題
の無い方も注意が必要だと呼びかけています。
血液がドロドロだと血栓（血の固まり）ができ
やすく、これが血管をふさぐことで脳卒中や心
筋梗塞が起こります。要するに固まりやすいか
らドロドロはいけない、ということなのですが、
血管内を流れる血液は簡単には固まらないため、
重要なのは血管の状態です。

一般的に加齢によって血管は硬くなっていき、
血管の内壁に「プラーク」と呼ばれるコブがで
きることがあります。何かのはずみでプラーク
に傷がつくと、それをふさごうとして血小板が
集まり、血液がサラサラであっても固まって詰
まってしまいます。つまり、ドロドロ血液をサ

ラサラ血液に変えることだけでなく、血管を柔
らかくしなやかに保つことが必要なのです。

血管の内壁を構成する細胞からは一酸化窒素
が出ていて、これが血管を拡張ししなやかにす
ることで動脈硬化を防いでくれます。促進のた
めには「食事・睡眠・禁煙・運動」です。

食事はオメガ３脂肪酸を含む青魚や体を温め
る生姜、深い睡眠の時に出る成長ホルモンは、
血管内の細胞を修復します。おすすめの運動は
有酸素運動、ウォーキングや水泳でふくらはぎ
を動かすと血管が拡張し血行が良くなります。

そして絶対条件は、禁煙です。ニコチンは血
管を収縮させ、一酸化炭素が血中の酸素濃度を
減らし、活性酸素が血管を硬くします。喫煙者
の心筋梗塞のリスクは、非喫煙者の３倍です。
タバコを手放すだけでいいのですから、一番簡
単に取り組むことができますよ。

「ドロドロ血液、サラサラ血液」

禁煙への近道

（歯科助手 大森ちひろ）

認
知
症
は
加
齢
と
と
も
に
発
症
す

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
高

齢
者
で
な
く
て
も
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
、
６
４
歳
以
下
で
発
症
し
た
認

知
症
を
若
年
性
認
知
症
と
言
い
ま
す
。

働
き
盛
り
の
世
代
に
も
起
こ
り
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
生
活
へ
の

影
響
が
高
齢
者
に
比
べ
て
大
き
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
支
援
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
配
偶
者
が
現
役
世
代
で
あ

り
、
病
気
の
た
め
に
仕
事
に
支
障
が

出
た
り
、
失
職
し
て
経
済
的
に
困
難

な
状
況
に
陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
が
成
人
し
て
い
な
い
場

合
に
は
親
の
病
気
が
与
え
る
心
理
的

影
響
が
大
き
く
、
教
育
、
就
職
、
結

婚
な
ど
の
人
生
設
計
が
変
わ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
本

人
や
配
偶
者
の
親
の
介
護
が
重
な
る

こ
と
も
あ
り
、
介
護
の
負
担
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
介
護
が
配
偶
者
に
限

ら
れ
て
、
介
護
も
仕
事
も
十
分
に
で

き
に
く
く
な
り
、
身
体
的
に
も
精
神

的
に
も
ま
た
経
済
的
に
も
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
若
年
認
知
症
は
社
会

的
に
も
重
大
な
問
題
で
す
が
、
企
業

や
医
療
・
介
護
の
現
場
で
も
ま
だ
認

識
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
な
の

で
す
。

２
０
２
０
年
３
月
に
厚
生
労
働
省

の
研
究
班
か
ら
発
表
さ
れ
た
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
全
国
の
若
年
性
認
知

症
の
人
の
数
は
推
計
で
３
５
７
０
０

人
で
あ
り
、
１
８
～
６
４
歳
人
口
に

お
け
る
人
口
１
０
万
人
当
た
り
で
は

５
１
人
で
し
た
。
こ
れ
は
６
５
歳
以

上
の
認
知
症
高
齢
者
に
比
べ
る
と
か

な
り
少
な
い
数
で
す
。

日
本
に
お
け
る
若
年
性
認
知
症
で

は
、
図
に
示
す
よ
う
に
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
の
割
合
が
多
く
、
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
次
い
で

脳
卒
中
（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
）
が
原

因
で
あ
る
血
管
性
認
知
症
や
前
頭
側

頭
型
認
知
症
が
続
き
ま
す
。
そ
の
他
、

頭
部
外
傷
後
遺
症
や
ア
ル
コ
ー
ル
性

認
知
症
な
ど
が
多
く
、
原
因
疾
患
が

多
様
で
あ
る
こ
と
も
若
年
性
認
知
症

の
特
徴
で
す
。



『生！息！歯っぴーブレス』

「日本の子どもの8割が口呼吸って本当？」

令和 ７年６月１日 発行 第２０８号

事務長の歯っけん、トリビア

「大阪・関西万博」

大阪・関西万博が開催されましたね。

テーマは「いのち輝く未来社会のデザイン」
で、「いのちを救う」「いのちに力を与え
る」「いのちをつなぐ」の3つの視点から、世
界の最先端技術やアイデアが紹介されます。
１９７０年に開催された大阪万博は、６，

４２１万人の来場者数で、当時の日本人口の
半数以上に相当する数字を残しました。展示
は「技術的進歩」と「文化的多様性」で構成
され、電気自動車や携帯電話、テレビ電話、
缶コーヒー、自動ドアなど、今では当たり前
となっている多くの製品やサービスが初登場
しました。
では、今回の万博における歯に関する技術

はどのようなものがあるでしょうか。それは、
むし歯の状態を画像で見せてくれる「デジタ
ルレントゲン」や歯の形を正確に記録できる

「口腔内スキャナー」などが紹介されるよう
ですが、ほとんどが治療に関する技術のよう
です。裏を返せば「予防」については、現在
も未来も変わらないことが読み取れます。将
来の技術に頼ることは簡単ですが、将来のむ
し歯予防を行うことが何より大切で簡単なこ
とだと思いますし、いつでも、いつまでも自
分が行える最先端技術は、歯ミガキや定期的
な検診なのではないでしょうか。

（事務長 渡邊 愛人）

（歯科衛生士 小柳かおり）

近年、日本で口呼吸の子どもが増えており、
8割にものぼると言われています。なぜそれ程
口呼吸の子どもが多いのか、どのような理由
で口呼吸になるのでしょうか？

2021年に新潟大学で全国の小児歯科医を対
象に行われた研究では、日本の子供たちの
31％が日常的にお口ぽかんと呼ばれる状態で
口呼吸をしているということがわかりました。
ほんの僅かに口が開いている状態の子供を含
めると、子供の約8割が口呼吸になっていると
いわれています。子どもの口呼吸は、今や日
本全体の問題になってきています。それは、
食べる、飲む、話すといった口腔機能が発達
または機能していない状態を口腔機能発達不
全性といいますが、口呼吸が原因で口腔機能
発達不全性を発症する子どもたちが日本で増
えている傾向があるからです。多くの子ども
たちが、鼻呼吸が出来ないせいで、病気では
ないのに食べ物を噛む、飲み込むという基本
的なお口の機能がうまく働いていないという
ことになります。

また、口呼吸が子どもの歯並びや顎の発達
に悪影響を及ぼすことも多いでのです。口呼
吸は、歯列が狭くなったり、出っ歯や開咬と

いった不正咬合のリスクを高める要因となり
ます。このため、口呼吸の矯正は早期に取り
組むことが推奨されます。

口呼吸になってしまう理由は、離乳食を与
える時期が早い・前歯で噛ませていない・口
腔機能の発達を狙った食事がなされていな
い・鼻で息ができないことを理由に、鼻で呼
吸をさせていない等から舌やお口の周りの筋
肉が十分に発達していないことが考えられま
す。口呼吸になっている理由がわかれば、お
のずから解決策もわかります。しかし口呼吸
が習慣になっているお子さんを鼻呼吸に変え
るのは、それほど簡単なことではありません。
当院では、お口の周りの筋肉を育て鼻呼吸を
習慣化し、マウスピースを用いて歯並びを整
える「マイオブレイス」という矯正治療を
行っています。気になる症状のある時はご相
談下さい。
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今月のカレンダー

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
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AM… 29 30
午前のみ

午前
午後
日曜

 9:00 ～ 13:00
14:30 ～ 19:00
13:00まで休 ○

<休診日>

水曜日

祝日

<往診日>火曜

○ ○ AM休

○ ○ ○

○ ○ 休 休 ○ ○ ○

休

表示の見方

○…診療

休…休診

往…往診

講…講演

学…学会

勉…勉強

会

○ ○ ○

○ ○ ○

金 土

の予定
休 ○ ○ 休 ○ ○ AM

6月
日 月 火 水 木

院

長

手

記

着
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

ハ
ロ
ア
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
！

当
院
に
初
め
て
来
ら
れ
た
際
、
恐
ら
く
壁
一
面

に
貼
ら
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

様
子
、
そ
し
て
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
患
者
さ
ん
や

地
域
の
方
々
が
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
る
品
々
に
通

常
の
歯
科
医
院
と
は
異
な
る
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ

る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
一
角
に
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
「
ハ
ロ
ア
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
」
が
あ
る
。

今
回
は
こ
の
「
ハ
ロ
ア
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
た
い
。

２
０
０
５
年
、
私
達
の
会
が
発
足
さ
れ
た
年
、

初
め
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
作
ら
れ
た
。

現
在
は
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
現
地
活
動
中
の
公
式

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
医
療
活
動
中
は
も
と
よ
り
、

ホ
テ
ル
内
、
移
動
、
買
い
物
、
食
事
な
ど
就
寝
時

以
外
に
お
い
て
必
ず
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。そ

の
理
由
と
し
て
私
達
が
最
も
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
「
参
加
者
の
安
全
」
で
あ
る
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
空
港
内
で
も
危
険
と
さ
れ
て
お
り
、
特

に
未
成
年
者
（
高
校
生
）
を
含
む
我
々
日
本
人
は

犯
罪
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
。
し
か
も
私

達
が
訪
れ
る
ス
目
ラ
ム
は
事
前
に
政
府
や
州
の
警

察
、
消
防
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
バ
ラ

ン
ガ
イ
（
集
落
）
の
メ
ン
バ
ー
が
連
携
を
し
て
安

全
の
確
保
を
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
数
百
人
が
一

堂
に
集
ま
る
治
療
会
場
は
ま
る
で
野
戦
病
院
の
よ

う
で
、
ど
こ
に
誰
が
い
る
か
を
瞬
時
に
判
断
す
る

の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
参
加
者
全
員
が
同
じ
ロ
ゴ

（Hello
Alson

）
と
書
か
れ
た
色
鮮
や
か
な
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
こ
と
で
よ
り
安
全
性
を
高
め



る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
か
し

活
動
当
初
は
人
数
も
わ
ず
か
２
０
人
程

度
、
治
療
会
場
も
小
さ
な
村
の
広
場
の

よ
う
な
場
所
だ
っ
た
為
、
今
ほ
ど
の
制

約
は
な
く
、
思
い
思
い
の
格
好
を
し
て

い
た
。
そ
ん
な
中
、
２
０
１
０
年
に
転

機
が
訪
れ
た
。

そ
の
前
に
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
く
れ
て
い
る
人
物
を
ご
紹
介
し

た
い
。

彼
の
名
は
「
麻
田
キ
ョ
ウ
ヤ
」

１
９
７
３
年
１
２
月
生
ま
れ
。
兵
庫
県

出
身
。
１
９
９
８
年
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「Galla

」
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し
て

「avex

」
、
よ
り
デ
ビ
ュ
ー
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
だ
。
今
で
は
様
々
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
な
ど
に
も
出
演

し
て
い
る
。
実
は
彼
は
こ
の
会
の
現
地

統
括
責
任
者
で
も
あ
り
東
京
支
部
、
い

ま
に
し
歯
科
診
療
所
、
今
西
先
生
の
古

く
か
ら
の
友
人
で
も
あ
っ
た
。
今
西
先

生
は
私
と
同
期
で
あ
り
な
が
ら
卒
業
後

は
「sure

」
と
い
う
バ
ン
ド
で
メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
し
音
楽
の
道
に
進

ん
だ
。

そ
の
後
再
び
歯
科
医
師
と
し
て
働
き

な
が
ら
音
楽
活
動
を
継
続
し
、
今
で
は

開
業
し
な
が
ら
毎
週
金
曜
日
に
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
「
ハ
ロ
ア
ル
レ
デ
ィ
オ
」
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
芸
能
活
動
を
続
け

て
い
る
と
い
う
歯
科
業
界
の
二
刀
流
を

歩
ん
で
い
る
。
そ
の
彼
が
２
０
年
前
に

こ
の
キ
ョ
ウ
ヤ
さ
ん
を
私
に
紹
介
し
て

く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
年
齢
も
同

じ
こ
と
か
ら
今
で
も
友
人
と
し
て
お
付

き
合
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ

の
キ
ョ
ウ
ヤ
さ
ん
は
実
は
美
大
を
卒
業

し
て
い
る
と
知
り
、
友
人
の
よ
し
み
で

デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
０
年
の
デ
ザ
イ
ン
。

そ
の
年
、
新
た
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
た
め

会
議
で
キ
ョ
ウ
ヤ
さ
ん
が
前
年
度
の
活

動
の
写
真
を
見
て
い
た
時
、
ふ
と
あ
る

こ
と
に
気
が
付
い
た
。

そ
れ
は
現
地
の
子
供
た
ち
が
歯
を
抜

い
て
い
る
写
真
だ
っ
た
。
そ
の
写
真
の

子
供
は
涙
と
恐
怖
を
必
死
に
こ
ら
え
な

が
ら
一
生
懸
命
大
き
な
口
を
開
い
て
い

た
。
現
地
の
抜
歯
風
景
で
は
珍
し
く
は

な
い
一
枚
の
写
真
。
そ
の
涙
で
潤
ん
だ

目
線
の
先
を
追
う
と
皆
一
様
に
術
者

（
歯
医
者
）
の
胸
元
に
い
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
よ
う
に
患
者
さ
ん

が
横
に
な
り
顔
の
上
か
ら
治
療
を
受
け

る
横
位
で
は
な
く
、
ス
ラ
ム
で
は
イ
ス

に
座
り
、
頭
を
押
さ
え
、
電
気
を
照
ら

す
座
位
の
状
態
で
皆
治
療
を
受
け
る
の

で
あ
る
。

そ
の
為
子
供
た
ち
は
絶
え
ず
私
達
歯

医
者
の
胸
元
を
見
続
け
て
い
る
。
そ
の

写
真
を
見
て
キ
ョ
ウ
ヤ
さ
ん
は
思
っ

た
。
「
自
分
は
現
地
行
く
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
せ
め
て
自
分
が
書
い
た
デ
ザ

イ
ン
で
こ
の
子
供
た
ち
の
恐
怖
を
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば･･･

。
」

そ
れ
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
全
て

の
ハ
ロ
ア
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
は

子
供
た
ち
の
目
線
の
先
、
私
達
の
胸
元

に
く
る
よ
う
に
毎
回
楽
し
く
て
優
し
い

デ
ザ
イ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。

現
地
に
行
く
と
必
ず
子
供
た
ち
の
誰

か
が
胸
元
を
指
さ
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
意

味
を
聞
い
て
く
る
。
そ
の
会
話
が
既
に

治
療
前
の
子
供
た
ち
の
不
安
を
取
り
除

く
き
っ
か
け
と
な
り
、
会
場
に
は
赤
や

青
、
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
と
い
っ
た
色
鮮

や
か
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
花

が
咲
い
て
い
る
。

ま
た
当
院
で
は
診
療
中
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
着
用
し
て
い
る
の
も
、
い
わ
ゆ
る

病
院
内
で
見
か
け
る
白
や
ピ
ン
ク
の

ナ
ー
ス
服
は
清
潔
感
が
あ
る
反
面
「
治

療
＝
怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
子
供

た
ち
に
与
え
や
す
く
し
て
し
ま
う
理
由

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も

様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
た
こ
の
「
ハ

ロ
ア
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
院
内
で
販
売
さ

せ
て
頂
き
、
そ
の
売
り
上
げ
を
全
て
募

金
に
す
る
こ
と
で
、
た
っ
た
１
０
０
円

で
家
族
4
人
が
生
活
を
し
1
本
の
歯
ブ

ラ
シ
さ
え
も
困
窮
す
る
ス
ラ
ム
の
人
達

の
た
め
に
皆
さ
ん
の
優
し
さ
を
届
け
さ

せ
て
い
頂
い
て
い
る
。

診
療
中
、
ご
購
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

ハ
ロ
ア
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
き
て
く
だ

さ
る
た
び
本
当
に
心
か
ら
感
謝
を
す

る
。
先
日
は
あ
る
ス
ー
パ
ー
で
偶
然
に

お
会
い
し
た
当
院
の
患
者
さ
ん
が
２
０

１
６
年
の
モ
デ
ル
を
着
て
お
買
い
物
を

さ
れ
て
い
た
。
私
は
嬉
し
く
て
お
声
を

か
け
た
が
そ
の
方
も
ま
た
「
自
分
に
は

何
も
で
き
な
い
が
せ
め
て
〝
着
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア″

で
お
役
に
立
ち
た
い
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

今
年
は
胸
元
に
歯
ブ
ラ
シ
で
歯
磨
き

を
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
だ
。
と
て
も
シ

ン
プ
ル
だ
が
と
て
も
可
愛
く
、
先
日
保

育
園
の
歯
科
検
診
の
帰
り
道
、
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
立
ち
寄
る
と
店
員
さ

ん
が
私
の
ス
タ
ッ
フ
に
「
と
て
も
可
愛

い
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
て

い
た
。

沢
山
の
思
い
と
優
し
さ
の
詰
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
是
非
皆
さ

ん
の
着
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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